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杉
本
日
本
語
学
の
全
貌
を
伝
え
る
選
集

こ
こ
に
堂
々
の
完
結
！

　
こ
の
半
世
紀
、
ほ
ぼ
五
十
年
の
長
き
に
亘
っ
て
日
本
語
研
究
に
尽
さ
れ
て

き
た
杉
本
つ
と
む
博
士
の
業
績
を
全
十
巻
に
収
め
て
こ
こ
に
『
杉
本
つ
と
む

著
作
選
集
』
と
し
て
刊
行
す
る
。

　
博
士
の
研
究
の
対
象
は
古
代
語
か
ら
現
代
の
流
行
語
に
至
る
す
べ
て
の
時

代
に
お
よ
び
、
そ
の
分
野
は
言
語
学
、
言
語
史
、
文
字
史
、
文
体
史
、
言
語

研
究
史
、
事
典
史
、
語
彙
、
民
俗
誌
な
ど
を
含
み
、
そ
の
主
な
る
対
象
は
古

代
語
、
江
戸
―
東
京
語
、
上
方
・
関
東
方
言
、
女
こ
と
ば
、
異
体
字
・
宛

字
、
翻
訳
語
・
学
術
用
語
、
現
代
日
本
語
、
蘭
学
史
・
英
学
史
、
東
西
学
術

交
流
史
か
ら
の
日
本
語
研
究
な
ど
、
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
杉
本
博
士
の
諸
論
の
要
諦
は
、
極
め
て
豊
富
な
文
献
資
料
に
基
づ
く
実
証

的
な
研
究
で
あ
り
、
し
か
も
明
解
な
論
理
に
裏
打
ち
さ
れ
た
真
摯
・
直
截
な

論
述
の
展
開
に
よ
っ
て
際
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
内
外
諸
文
献

を
駆
使
し
て
の
近
代
日
本
語
の
成
立
お
よ
び
日
本
諸
文
字
の
変
遷
に
つ
い
て

の
資
料
的
研
究
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
旧
年
、
博
士
は
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
早
稲
田
大
学
を
退
官
さ
れ
た
が
、
以

後
も
愈
々
旺
盛
な
研
究
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
成
果
を
次
々
に
発
表
さ
れ
て
い

る
。
現
在
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
は
五
百
篇
を
優
に
こ
え
、
刊
行
さ
れ
た

書
籍
は
編
著
・
解
題
も
含
め
れ
ば
百
五
十
冊
を
こ
え
て
い
る
。
本
著
作
選
集

十
巻
に
収
録
し
う
る
の
は
そ
の
三
割
に
も
満
た
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
主
要
か
つ
基
本
的
な
論
文
は
収
録
し
て
、
博
士
の
幅
広
い
研
究
の
全
容
と

そ
の
核
心
は
お
伝
え
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　
本
著
作
選
集
は
、
各
巻
に
掲
げ
た
表
題
の
も
と
に
諸
論
文
の
中
か
ら
選
ん

で
再
編
し
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
自
ら
も
「
日
本
語
研
究
の
手
引

乃
至
は
捨
て
石
と
な
る
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
収
録
論
文
を
選
ぶ

に
際
し
て
、
基
礎
的
な
論
考
・
具
体
的
な
研
究
と
問
題
提
起
・
文
献
研
究
の

重
要
性
と
そ
の
方
法
な
ど
を
主
軸
に
し
て
考
え
た
。
ま
た
若
干
の
資
料
を
研

究
の
必
要
性
に
応
じ
て
影
印
ま
た
は
翻
刻
に
よ
っ
て
併
収
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
は
収
録
す
る
に
当
り
、
改
め
て
著
者
に
よ
る
改
訂
・
増

補
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
中
に
は
殆
ど
新
稿
に
近
く
な
っ
た
論
文
も
あ
る
。
ま
た

本
選
集
の
た
め
に
新
た
に
書
き
下
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
い
。

　
本
著
作
選
集
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
著
者
自
身
も
希
望
す
る
ご
と
く
、
現
代

日
本
語
の
乱
脈
の
中
か
ら
美
し
い
日
本
語
の
姿
を
再
認
識
す
る
手
が
か
り
と

な
り
、
今
後
の
若
い
学
究
に
よ
る
日
本
語
研
究
の
た
め
の
指
針
と
も
な
り
得

れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　
読
者
諸
氏
の
暖
か
い
支
援
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
坂
書
房

刊 行 の 辞 本選集の特色

①
　
古
代
語
、
江
戸
・
東
京
語
、
方
言
、
女
こ
と
ば
、
異
体
字
・

　
　
宛
字
、
翻
訳
語
・
学
術
用
語
、
辞
典
・
事
典
史
、
本
草
学
、

　
　
蘭
学
、
英
学
な
ど
、
広
範
多
岐
に
亘
る
著
者
の
業
績
を

　
　
網
羅
し
、
全
十
巻
に
収
め
た
。

②
　
主
た
る
研
究
対
象
ご
と
に
巻
を
分
け
、
研
究
の
全
容
を

　
　
概
観
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
最
終
巻
に

　
　
は
総
索
引
・
総
目
次
を
付
し
、
国
語
学
・
言
語
学
・
諸

　
　
外
国
語
学
・
書
誌
学
・
洋
学
史
・
蘭
学
史
・
東
西
言
語

　
　
交
渉
史
・
女
性
史
な
ど
、
関
連
各
分
野
か
ら
の
参
照
の    

　
　
便
を
は
か
っ
た
。

③
　
各
種
の
書
誌
的
資
料
を
は
じ
め
、
著
者
の
作
成
に
か
か

　
　
る
一
覧
表
・
系
図
・
年
表
な
ど
の
、
研
究
の
基
礎
と
な

　
　
る
資
料
類
も
多
数
収
録
し
た
。

④
　
と
く
に
重
要
な
文
献
資
料
に
つ
い
て
は
、
著
者
架
蔵
本

　
　
を
中
心
に
、
そ
の
全
編
も
し
く
は
一
部
を
各
巻
末
に
影

　
　
印
で
収
録
し
た
。

○印をご記入下さい

□全巻

□上記のうち

   第（   　　  ）巻

杉本つとむ（すぎもと・つとむ）　

1927年横浜生まれ。1951年早稲田大学文学部国文科卒業。1969年

文学博士号取得（東北大学）。現在、早稲田大学名誉教授。

1969年オーストラリア国立大学東洋学部招聘教授。1984年モスク

ワ大学招聘教授及びオランダ・ライデン国立大学、国立民俗学博

物館研究員。1989年国際交流基金（外務省）派遣、北京日本学研

究センター講師などを歴任。

『近代日本語の成立』、『江戸時代 蘭語学の成立とその展開』（全5巻）、

『小野蘭山 本草綱目啓蒙 本文・研究・索引』『異体字研究資料集成』（全

20巻）など著書・編著書多数。

日本言語学会・日本翻訳家協会・日本近世文学会所属。

第19回日本翻訳文化賞（『江戸時代 翻訳日本語辞典』）受賞（1982年）。



�
杉
本
つ
と
む
著
作
選
集
　
全
十
巻

第
一
巻
　 

日
本
語
の
歴
史

　
　
　
　
独
自
の
時
代
区
分
に
よ
る
、

　
　
　
　
画
期
的
な
日
本
語
通
史

　
　
多
岐
に
亘
る
研
究
成
果
を
背
景
に
、
音
韻
・
語
彙
・

　
　
文
体
・
文
字
・
方
言
・
文
化
史
的
背
景
な
ど
の
諸

　
　
要
素
を
視
野
に
入
れ
、
古
代
語
か
ら
現
代
流
行
語

　
　
ま
で
の
日
本
語
の
史
的
展
開
を
�
る
新
し
い
通
史

　
　
記
述
の
試
み
。

第
一
章
　
古
代
の
日
本
語

第
二
章
　
古
代
語
か
ら
近
代
語
へ

第
三
章
　
近
代
日
本
語
の
成
立
と
展
開

第
四
章
　
近
代
日
本
語
の
諸
相

第
五
章
　
江
戸
語
の
成
立

第
六
章
　
転
換
期
の
日
本
語

第
七
章
　
現
代
日
本
語
の
成
立

〈
付
録
〉

　
　
『

布
令

　
　
　
必
携 

新
聞
字
引
』（
抄
録
、
影
印
）

第
二
巻
　

近
代
日
本
語
の
成
立
と
発
展

　
　
　
　
女
こ
と
ば
と
近
代
学
術
用
語
、

　
　
　
　
翻
訳
文
体
の
研
究

　
　
中
世
か
ら
現
代
に
至
る
女
こ
と
ば
・
女
の
名
に
つ

　
　
い
て
の
論
考
と
、
洋
学
関
連
の
研
究
の
う
ち
、
物
理
・

　
　
化
学
用
語
の
創
訳
過
程
・
翻
訳
デ
ア
ル
体
の
発
生

　
　
と
展
開
等
、
用
語
・
文
体
を
め
ぐ
る
論
考
を
集
成
。

第
Ⅰ
部
　
女
性
語
と
そ
の
史
的
展
開

第
一
章
　
女
の
こ
と
ば
小
史

第
二
章
　
江
戸
時
代
、
女
こ
と
ば
の
世
界

第
三
章
　
吉
原
と
遊
女
と
こ
と
ば

第
四
章
　
現
代
、
女
こ
と
ば
の
展
開

第
五
章
　
近
代
日
本
語
の
中
の
女
の
名

第
Ⅱ
部
　
近
代
学
術
用
語
と
新
文
体
の
創
始

第
一
章
　
近
代
日
本
語
と
洋
学

第
二
章
　
十
九
世
紀
　
外
国
語
学
習
と
翻
訳
の
世
界

第
三
章
　
近
代
、
日
・
中
科
学
用
語
交
渉
史
序
説

第
四
章
　
近
代
語
の
標
章

第
五
章
　
欧
文
翻
訳
文
体
・
思
想
と
そ
の
史
的
変
遷

〈
付
〉
　W

om
en’s Language in Japan

第
三
巻
　

日
本
語
研
究
の
歴
史

　
　
　
　
日
本
語
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た

　
　
　
　
和
漢
洋
の
碩
学
た
ち
の
足
跡

　
　
僧
契
沖
、
新
井
白
石
、
荻
生
徂
徠
、
富
士
谷
成
章
、

　
　
本
居
宣
長
、
中
野
柳
圃
ら
を
と
り
あ
げ
、
国
学
・

　
　
漢
学
・
蘭
学
の
各
分
野
か
ら
試
み
ら
れ
た
日
本
語

　
　
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
総
合
的
に
考
察
す
る
。

第
一
章
　
古
典
研
究
と
歴
史
的
仮
字
遣
い
の
発
見

　
　
　
　
　
―
僧
契
沖
と
上
代
語
の
研
究
―

第
二
章
　
日
本
語
と
言
語
文
化
の
探
求

　
　
　
　
　
―
新
井
白
石
と
語
源
の
探
求
―

第
三
章
　
古
文
辞
学
派
と
言
語
の
学
習
・
研
究

　
　
　
　
　
―
荻
生
徂
徠
と
中
国
語
の
新
学
習
法
―

第
四
章
　
日
本
語
の
構
造
・
分
類
の
研
究

　
　
　
　
　
―
富
士
谷
成
章
と
日
本
語
の
宇
宙
―

第
五
章
　
日
本
語
の
本
質
と
語
法
の
探
求

　
　
　
　
　
―
本
居
宣
長
と
日
本
語
学
の
開
拓
―

第
六
章
　
異
文
化
摂
取
と
対
照
言
語
研
究

　
　
　
　
　
―
中
野
柳
圃
と
蘭
語
学
の
樹
立
―

第
七
章
　
江
戸
時
代
の
翻
訳
論

第
八
章
　
国
語
学
と
蘭
語
学
の
交
渉

第
九
章
　
江
戸
時
代 

外
国
語
の
受
容
と
そ
の
思
想

　
　
　
　
〈
付
〉
伊
藤
圭
介
の
国
字
論

〈
付
録
〉

　
　
『
西
音
発
微
』（
影
印
）

第
四
巻
　
増
訂  

日
本
翻
訳
語
史
の
研
究

　
　
　
　
江
戸
期
、
鎖
国
下
で
洋
学
を
支
え
た

　
　
　
　
蘭
語
学
の
実
態
と
そ
の
成
果

　
　
文
典
・
辞
典
の
訳
編
や
整
備
、
訳
語
の
創
成
、
さ

　
　
ら
に
は
背
景
を
な
す
西
欧
文
化
の
理
解
な
ど
、
洋

　
　
学
の
土
台
を
な
す
江
戸
期
の
蘭
語
学
の
成
果
を
、

　
　
細
密
に
分
析
、
検
証
す
る
。

序
論
　
十
六
〜
十
九
世
紀
、
翻
訳
文
化
の
背
景

第
Ⅰ
部
　
翻
訳
の
方
法
と
史
的
展
望

第
一
章
　
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
と
翻
訳

第
二
章
　
長
崎
通
詞
と
翻
訳

第
三
章
　
蘭
日
対
訳
辞
典
�
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
�

　
　
　
　
の
成
立
と
流
伝

第
四
章
　
近
代
翻
訳
語
の
成
立
と
展
開

第
Ⅱ
部
　
訳
語
・
訳
詩
の
背
景
と
条
件

第
一
章
　
本
邦
初
訳
『
眼
科
新
書
』
翻
訳
の
事
情

第
二
章
　
西
欧
詩
歌
の
翻
訳
・
創
作
と

　
　
　
　
新
体
詩
の
源
流

第
三
章
　
鎖
国
と
西
欧
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
発
見

第
四
章
　
〈
人
称
〉
の
発
見
と
と
ま
ど
い

第
五
章
　
ケ
ル
キ
の
鼠
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神

第
六
章
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
『
漂
荒
紀
事
』
の
翻
訳

第
七
章
　
鎖
国
と
詩
歌
・
訳
詩
へ
の
断
想

第
八
章
　
〈
蘭
学
事
始
〉
と
そ
の
問
題
点

第
Ⅲ
部
　
西
欧
文
化
・
科
学
の
摂
取
と
人
的
要
素

第
一
章
　
医
聖
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
と

　
　
　
　
秘
伝
書

第
二
章
　
中
野
柳
圃
と
翻
訳
・
蘭
語
の
研
究

第
三
章
　
大
槻
玄
沢
と
戯
作
『
医
者
あ
き
人
』

第
四
章
　
適
塾
の
人
間
教
育
と

　
　
　
　
明
治
啓
蒙
思
想
の
原
点

第
五
章
　
『
医
戒
』
の
翻
訳
と
医
の
倫
理

第
六
章
　
橋
本
左
内
と
外
国
語
の
学
習

第
七
章
　
明
治
に
お
け
る
洋
学
と
漢
字

増
　
補
　
訳
語
の
起
源
を
検
証

余
　
論
　
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
日
本
学
の
伝
統
と

　
　
　
　
史
的
展
開

〈
付
録
〉
　

　
　
オ
ラ
ン
ダ
国
立
民
族
学
博
物
館
（
ラ
イ
デ
ン
市
）

　
　
所
蔵
　
日
本
書
仮
目
録

第
五
巻
　

日
本
文
字
史
の
研
究

　
　
　
　
日
本
語
の
文
字
使
用
の
歴
史
と
、

　
　
　
　
異
体
字
・
宛
字
の
論

　
　
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
文
字
使
用
の
実
態
を
つ
ぶ

　
　
さ
に
検
証
、
と
り
わ
け
異
体
字
や
宛
字
の
問
題
を

　
　
正
面
よ
り
取
り
上
げ
、
新
し
い
日
本
文
字
史
の
構

　
　
想
を
提
唱
す
る
と
と
も
に
、
現
代
日
本
語
の
抱
え

　
　
る
表
記
上
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

第
一
章
　
日
本
の
〈
漢
字
〉
と
そ
の
本
質

　
　
　
　
―
反
ソ
シ
ュ
ー
ル
文
字
論
へ
の
試
み
―

第
二
章
　
文
字
史
の
構
想

第
三
章
　
漢
字
周
辺
文
字
と
し
て
の
仮
字

第
四
章
　
片
仮
字
の
本
質

第
五
章
　
異
体
字
と
正
体
字
の
論

第
六
章
　
異
体
字
と
異
体
字
研
究

第
七
章
　
異
体
字
と
そ
の
史
的
考
察

第
八
章
　
中
世
写
本
に
み
る
異
体
字
・
俗
字
の
考
察

第
九
章
　
宛
字
の
論

第
十
章
　
句
読
法
の
史
的
考
察

第
十
一
章
　
日
本
語
、
文
字
と
表
記

〈
付
録
〉

　
　
『
干
禄
字
書
』（
影
印
）

　
　
『
同
文
通
考
』〈
巻
四
〉（
影
印
）

　
　
『
文
芸
類
纂
』〈
平
仮
字
・
片
仮
字
字
源
一
覧
表
〉

　
　
　
　
　
　
　
　（
影
印
）

　
　
『
文
教
温
故
』〈
巻
之
下
・
文
字
〉（
翻
刻
）  

ほ
か

第
六
巻
　

辞
書
・
事
典
の
研
究
Ⅰ

　
　
　
　
日
本
の
古
辞
書
、
唐
話
漢
語
字
書
、

　
　
　
　
異
体
字
字
典
の
研
究

　
　
『
和
名
抄
』
『
節
用
集
』
『
下
学
集
』
『
落
葉
集
』

　
　
『
東
雅
』
『
雑
字
類
編
』
『
魁
本
大
字
類
苑
』
『
異

　
　
体
字
弁
』
『
楷
行
薈
編
』
な
ど
、
中
世
〜
江
戸
期

　
　
の
日
本
語
辞
書
に
関
す
る
論
考
を
集
成
。

第
一
章
　
日
本
の
辞
典
・
事
典
の
歴
史

第
二
章
　
『
和
名
類
聚
抄
』
の
一
考
察

第
三
章
　
中
世
の
国
語
辞
書
、
『
節
用
集
』
の
研
究

第
四
章
　
ラ
イ
デ
ン
大
学
蔵
本
『
落
葉
集
』
の
考
察

第
五
章
　
『
増
補
下
学
集
』
の
構
成
と
語
彙

第
六
章
　
語
源
辞
書
、
『
東
雅
』
の
研
究

第
七
章
　
近
世
唐
話
漢
語
字
書
と
そ
の
考
察

第
八
章
　
江
戸
期
、
異
体
字
字
典
の
研
究

〈
付
録
〉

　
　
『
下
学
集
』（
別
板
福
森
本
、
影
印
）

　
　
『
古
史
徴
開
題
記
』（
抄
、
翻
刻
）

第
七
巻
　

辞
書
・
事
典
の
研
究
Ⅱ

　
　
　
　
江
戸
時
代
の
本
草
書
、
百
科
事
典
、

　
　
　
　
蘭
・
英
和
辞
書
の
考
察

　
　
『
物
類
称
呼
』
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
『
古
名
録
』
『
和

　
　
漢
三
才
図
会
』
『
訓
蒙
図
彙
』
『
厚
生
新
編
』
『
ド

　
　
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
な
ど
、

　
　
江
戸
時
代
の
事
典
類
お
よ
び
外
国
語
辞
書
に
関
す

　
　
る
論
考
を
集
成
。

第
一
章
　
本
草
学
と
方
言
・
民
俗
の
記
録

第
二
章
　
越
谷
吾
山
『
物
類
称
呼
』
と
そ
の
世
界

第
三
章
　
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と

　
　
　
　
方
言
・
民
俗
の
探
究

第
四
章
　
畔
田
翠
山
と
『
古
名
録
』

第
五
章
　
中
村
　
斎
『
訓
蒙
図
彙
』
の
構
造

第
六
章
　
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
小
察

第
七
章
　
西
洋
百
科
事
典
『
厚
生
新
編
』
の
考
察

第
八
章
　
蘭
日
対
訳
辞
書
の
研
究

第
九
章
　
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
研
究

第
十
章
　
中
国
辞
書
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と

　
　
　
　
そ
の
展
開

　
辞
書
・
辞
典
の
系
譜

第
八
巻
　

日
本
英
語
文
化
史
の
研
究

　
　
　
　
蘭
学
の
伝
統
の
も
と
に
花
開
い
た

　
　
　
　
黎
明
期
の
日
本
英
語
文
化
の
種
々
相

　
　
語
彙
集
、
文
法
書
、
辞
書
、
学
術
用
語
集
な
ど
の

　
　
整
備
の
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
、
江
戸
末
期
以

　
　
降
に
顕
著
な
発
展
を
と
げ
た
英
学
の
実
態
を
明
ら

　
　
か
に
す
る
と
と
も
に
、
漂
流
民
の
活
躍
な
ど
の
周

　
　
辺
事
情
を
交
え
、
英
語
文
化
の
諸
相
を
立
体
的
に

　
　
解
明
。

序
　
章

第
一
章
　
日
本
英
学
事
始
と
長
崎
通
詞

第
二
章
　
英
文
典
と
英
会
話
集
の
試
編

第
三
章
　
国
家
の
危
機
と
漂
流
民

第
四
章
　
幕
末
の
英
学
修
業
と
指
導
者

第
五
章
　
蘭
学
の
土
壌
に
英
学
の
開
花

第
六
章
　
日
本
英
学
創
始
の
苦
心
と
学
習
書
の
訳
編

第
七
章
　
文
明
開
化
と
英
和
・
和
英
辞
書
の
編
集

第
八
章
　
日
本
の
近
代
化
と
学
術
用
語
の
訳
編

増
　
補
　
Ｗ
・
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
�
英
華
字
典
�
の
検
証

　
日
本
英
語
文
化
史
略
年
表

第
九
巻
　

西
欧
文
化
受
容
の
諸
相

　
　
　
　
幕
末
の
日
魯
関
係
、
蘭
方
医
の
理
論
と
活
動
、

　
　
　
　
近
代
教
育
制
度
の
成
立
過
程
な
ど
の
研
究

　
　
『
北
槎
聞
略
』
『
環
海
異
聞
』
な
ど
を
通
じ
て
の

　
　
江
戸
期
の
魯
西
亜
と
の
交
流
の
詳
察
、
牛
痘
書
や

　
　
榕
庵
・
成
卿
の
著
作
に
み
る
蘭
方
医
た
ち
の
理
論

　
　
と
実
践
の
検
証
、
さ
ら
に
近
代
教
育
制
度
の
成
立

　
　
過
程
な
ど
を
扱
っ
た
論
考
を
集
成
。

第
一
章
　
『
北
槎
聞
略
』
と
日
魯
交
渉
史

〈
付
説
〉
　
十
八
、
九
世
紀
の
魯
西
亜
研
究

第
二
章
　
『
環
海
異
聞
』
の
成
立
事
情
と

　
　
　
　
日
魯
人
物
交
歓

〈
付
説
〉
　
幕
末
、
魯
西
亜
使
節
の
日
本
人
観

第
三
章
　
幕
末
、
遣
魯
伝
習
生
・
市
川
文
吉

第
四
章
　
Ｅ
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
（
応
涅
児
）
種
痘
書
の

　
　
　
　
伝
来
と
『
遁
花
秘
訣
』

第
五
章
　
蘭
方
医
と
天
然
痘
撲
滅

第
六
章
　
『
遠
西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』
の

　
　
　
　
翻
訳
と
出
版
事
情

第
七
章
　
医
化
学
者
、
宇
田
川
榕
庵
と
化
学
の
導
入

　
資
料  :

『
宇
田
川
榕
自
叙
年
譜
』（
翻
刻
）

第
八
章
　
西
欧
医
学
思
想
の
受
容
と
展
開

第
九
章
　
幕
末
、
長
崎
と
蘭
医
と
近
代
教
育

〈
付
録
〉

　
　
『
翻
訳
牛
痘
引
法
全
書
』（
抄
録
、
影
印
）

第
十
巻
　

西
洋
人
の
日
本
語
研
究

　
　
　
　
　
　
　            

総
索
引
・
総
目
次 

　
　
　
　
も
う
ひ
と
つ
の
、

　
　
　
　
外
か
ら
み
た
日
本
語
研
究
の
系
譜

　
　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
、
ゴ
シ
ケ
ヴ
ッ
チ
、
ホ
フ
マ
ン
、
ブ

　
　
ラ
ウ
ン
、
ヘ
ボ
ン
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、
ア
ス
ト
ン
、

　
　
チ
ャ
ン
ブ
レ
ン
な
ど
、
独
自
の
方
法
で
日
本
語
に

　
　
挑
ん
だ
西
洋
人
た
ち
の
研
究
成
果
を
め
ぐ
る
論
考

　
　
を
集
成
、
十
六
〜
十
九
世
紀
の
西
洋
人
に
よ
る
日

　
　
本
語
研
究
史
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
章
　
外
国
人
と
日
本
語
研
究

第
二
章
　
吉
利
支
丹
と
日
本
語
研
究

第
三
章
　
魯
西
亜
と
日
本
語
研
究

第
四
章
　
和
蘭
人
と
日
本
語
学

　
資
料  :

Ｃ
・
Ｐ
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
〈
日
本
語
語
彙
集
〉

第
五
章
　
Ｊ
・
Ｊ
・
ホ
フ
マ
ン
と
日
本
語
学

第
六
章
　

十
九

　
　
　
　
世
紀 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
学
者
と
日
本
語
学

第
七
章
　
幕
末
、
来
日
宣
教
師
と
日
本
語
研
究

第
八
章
　
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
と
日
本
語
の
研
究

第
九
章
　
明
治
維
新
以
後
、
日
本
語
学
と
国
語
学

　
西
洋
人
の
日
本
語
研
究
　
略
年
表

（
別
冊
）
総
索
引
・
総
目
次


